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研究成果の概要（和文）： 目的意識や前向きな姿勢、倫理観などを高める教育を研究した。対

象は教室の生徒や学生をはじめ、家庭内の親子、病院の新看護師等を含んだ。方法は、例えば

講義やグループワーク、文学作品やアニメ、さらにはイメージトレーニングや瞑想法まで利用

した。それらの影響は、主観的感想のみならず、唾液中の活性アミラーゼでも測ってみた。分

析は今後も続くが、講演や書籍出版で詳細な成果を還元する計画である。 
 
研究成果の概要（英文）： Our research developed and evaluated education to instill ethical 
sense of purpose and meaning in life, targeting not only schoolchildren and students but 
also home education and nurses newly employed by hospitals. The education included not 
only lectures and group discussions, but used literature and anime, and even mindfulness 
meditation, which we evaluated using salivary stress levels. We shall continue to analyze 
and publish our results. 
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 直接経費 間接経費 合 計 
２００９年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

２０１０年度 3,600,000 1,080,000 4,680,000 

２０１１年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

２０１２年度 3,200,000 960,000 4,160,000 

  年度    

総 計 13,800,000 4,140,000 17,940,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・宗教学 
キーワード：生きがい感、いのち教育、SOC、グリーフケア、生命に対する畏敬の念、ス

トレス低減、コミニュケーションスキル、生と死 
 
１． 研究開始当初の背景 
 問題群として、世代共通の課題は自殺であ
り、世代別では子ども世代ではいじめ問題や
いのちの希薄感、成人世代では職場関係や燃
え尽き感、高齢者では過剰医療依存症が派生
している。青少年非行や自殺、過剰医療依存
は一見無関係に見えても、実は同じルーツに
起因する。このことは社会心理学や法医学で

は周知の事実で、過去一世紀の研究により証
明されている。アノミーは、直接的には自殺、
非行、暴力、殺人など不可解な犯罪の主原因
となり、間接的には人体の免疫力の低下、過
剰医療依存の増加、寿命の短縮に影響を与え
る（E. Durkheim）。現代の我国は、不可解な
自殺・非行・犯罪と過剰医療依存とに直面し
ている。その根本原因は生きがい感・価値観
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の喪失であり、それらの再構築なくして医学
や犯罪学の枠内だけでは対処は不可能な状
況である。 

 
２．研究の目的 
本研究は、宗派宗教ではなく、伝統的叡智

に基づく生き方・生きがい感を培う、広義の
宗教的教育を目指した。 
 我が国の教育が直面している問題群の主
原因であるアノミー（目的喪失・没価値状
況・無意味感）に対して、生きがい感を客観
的に高める「スピリチュアル教育を基盤にお
く生きがい感教育プログラム」を考案・実践
し、社会科学調査と生化学的評価を行い、さ
らに e-ラーニング教材を作成・発信すること
により題群への打開を目的とした。 
 
３．研究の方法 
アプローチとして倫理道徳教育の枠を越

え、（Ａ）理論構築（Ｂ）プログラム開発（Ｃ）
教育実践（Ｄ）客観的評価（Ｅ）フィードバ
ックを行う宗教と科学を統合させた総合的
取り組みである。本研究遂行のために宗教、
倫理、医学・医療、教育の学際的研究組織に
より、これまでの研究成果を発展展開させた。 
研究機関に開催した研究会は 4年間で 12

回であった。また、セミナー・講演会等は国
際セミナー2回、国内セミナーは 4回であっ
た。それらの概要を以下に記す。 

 
【国際セミナー】 
 
・2011年 7月 29日、東京大学において「お
産をめぐる喪失と生きがい」と題するシン
ポジウムを主催。国内外招聘者による講演
とパネル・ディスカッションが行われた。 
・2012年 3月 11日、上越教育大学において、
「アジアの自然災害と私たちにできること
～1年後の 3・11にて～」を、精華大学文
学部教授樊富民氏を招へした。 

 
【国内セミナー・講演会】 
 
・2009 年 7 月 4 日、上越教育大学にて「幸
せに生きる」 
・2010年 6月 24日、上越教育大学にて「学
校教育で、思いやり感は育めるか」 
・2011年 7月 9日、上越教育大学にて、「ス
トレス社会を生きる、ストレス予防と対処
法」 
・2012年 7月 12日、上越教育大学にて、「生
きがいを高めるとは～よりよく生きるため
に～」 

 
【研究会議】 
 
第 1回 2009年 5月 23日 於東京大学 
各自が研究計画を発表し、その内容を踏ま
えて、いかに個別の研究を統一テーマのも
とに関連づけていくかを検討した。 
 

第 2回 2009年 7月 10日 於京都大学 
各自が研究の進捗状況を報告後、ディスカ
ッション。最初の 2 年で理論構築ないし
教育プログラムの開発を目指すことを、具
体的な目標設定とすることを確認した。 

第 3回 2009年 10月 9日 於京都大学 
各自が研究の進捗状況を報告後、ディスカ
ッション。生きがい感、SOC（首尾一貫
性）、スピリチュアリティの関連などにつ
いて、特に議論された。 

第 4回 2010年 2月 27日 於赤倉ホテル 
各自が 2009年度の研究成果を報告後、デ
ィスカッション。また、来年度の研究の展
望を全員で議論した。 

第 5回 2010年 9月 3日 於東洋大学近辺
喫茶店 
各自が研究の進捗状況を報告後、ディスカ
ッションを行った。 

第 6回 2011年 1月 28日 於京都大学 
各自が 2010年度の研究成果を報告後、デ
ィスカッション。また、来年度の研究の展
望を全員で議論した。 

第 7回 2011年 4月 22日 於京都大学 
各自が研究の進捗状況を報告後、ディスカ
ッション。7 月 29 日に東大で開催するシ
ンポジウムの準備状況について報告があ
った後、注意点や改善点を議論した。 

第 8回 2012年 1月 27日 於京都大学 
各自が 2011年度の研究成果を報告後、デ
ィスカッション。また、来年度の研究の展
望を全員で議論。加えて、「生きがい感」
の定義についてあらためて議論し、コンセ
ンサスを築くことを目指した。さらに、3
月 11日に上越教育大学で行われる国際セ
ミナーについて概要説明があった。 

第 9回 2012年 6月 3日 於名鉄ニューグ
ランドホテル 
各自が研究の進捗状況を報告後、ディスカ
ッションを行った。 

第 10回 2012年 9月 6日 於名鉄ニューグ
ランドホテル 
各自が研究の進捗状況を報告後、ディスカ
ッション。最終的な研究成果を書籍化する
ことが発案され、その方向性に関する意見
交換を行った。 

第 11回 2012年 11月 5日 於京都駅近辺喫
茶店 
各自が研究の進捗状況を報告後、ディスカ
ッション。研究成果の書籍化について、具
体的な構成の検討を進めた。 

第 12回 2013年 3月 30日 於キャンパス
プラザ京都 
各自が 2011年度の研究成果を報告後、研
究成果を具体的にどのように書籍にまと
め、社会に還元していくかを検討し、おお
よその方向性を定めた。 

 
 
 
 
 



４．研究成果 
 
 生きがい感には、まず周囲と良好な人間関係
を持ち、その組織に対する好意的な「帰属意識」
が大事である。ただ、その良好な人間関係や帰
属意識のためには、十分なコミュニケーション
能力が大前提となる。逆に言えば、十分なコミ
ュニケーションを図ることができなければ、所
属する家族や会社も上手く機能せず、「生きが
い感」以前の問題が大きくなる。従って、生き
がい感を教えるためには、先ず、十分なコミュ
ニケーションを図るための教育や思考法が不可
欠である。様々な立場や現場にてコミュニケー
ションを教える方法を、コミュニケーションに
関する書物を訳したり、書いたりしてきた、谷
田憲俊が紹介した。 
 これまでの研究では、「生きがい感は個々人
によるものが大きいため、個人だけが感じられ
たら良い、個人以外の根拠は要らない」、とい
う誤解を招きかねない側面があった。そこで、
倫理教育や宗教的教育の権威である岩田文昭が、
個人を越える意識・気付き・倫理観に関する部
分の研究を担当した。その研究によると、生き
がい感は、単なる個人の満足感ではなく、自分
より大きな存在や力に対する念が重要な役割を
しめる。しかし、大きな目標を持った場合、何
を目標にしても良いというわけではない。例え
ば、ナチスや特攻隊が、「国の為に戦う」とい
う生きがい感は、非常に高いと言われている。
しかし、兵士にとって、前述の生きがい感が任
務の原動力になったとしても、倫理的な基盤が
ない以上、結果的には、兵士本人のみならず、
一般市民や世界全般の悲劇に繋がってしまう。 
 そこで岩田の研究では、倫理観を生きがい感
以上に育てる教育を土台にして、生きがい感を
位置付ける重要なパースペクティブを提供した。
岩田の研究を通じて、生命の大切さが浮き彫り
になる。日本人が大家族で生活をしていた頃に
は、自分の手で食物を作り、自宅で年老いた家
族を看取ったので、生と死は抽象的理論ではな
く、身を以て体験される現実であった。しかし、
自給自足生活とは程遠い、核家族単位で生きる
現代人にとっては、生も死も抽象的で分からな
いと思いかねない。 
 「若者が生と死を知らないようでは、本当の
意味の生きがい感を感じられない」というので
あれば、そのような若者に対し、どのように生
と死について教育できるのだろうか。情報が飽
和状態にある現在、人間は自らが経験しなくて
も、文学や映画などの「体験」を通して、様々
な事を学べる。山崎浩司は、マンガを題材とし
て、若者の生と死への関心と理解を高める教育
を提唱している。山崎が提案するように、マン
ガを上手く利用できれば、魅力的な教育方法だ
と言える。 
 一方、生きがい感と深い関連性がある「燃え
尽き」には、二通りの経過が考えられる。一つ
には、目的が分からないため、やりがいを感じ
られず、イヤになってしまうものである。もう
一方には、何らかの仕事のやりがいを感じられ
た処で、勤勉・誠実にその仕事に集中してしま

うあまりに、疲れ果てて倒れてしまうケースで
ある。一般的には、やりがいを感じる職人には
燃え尽きが少ないとされるが、好きな仕事であ
っても、休息なく役割をこなし過ぎて、燃え尽
きが起こる場合もある。 
 そこで、得丸定子が研究するようなストレス
軽減法、例えば、「マインドフルネス・メディ
テーション」が重要な役割を果たす。マインド
フルネス・メディテーションは、集中力を増し
ながら、自力的に疲労感を減らし、さらには与
えられた状況に対する「有り難み」を感じさせ、
現状を受け入れやすくなる効果もあるとされて
いる。学生の勉強効率を上げたり、成人のスト
レスを減らしたりするためには、生きがい感そ
のものには直結しなくても、その重要なセルフ
ケアと言えよう。 
 介護職や看護職の燃え尽きは、離職のみなら
ず、医療ミスや患者に対する冷淡な態度に及ぶ。
優秀な介護、看護人材が慢性的に不足している
現在、燃え尽き予防は急務である。だが、事前
に誰が燃え尽き易いか、そして燃え尽き易い介
護者や看護師をどう教育するかは、今後益々重
大な教育課題となる。なお、分析結果等は、前
述した「新人看護師のストレス予防とSOC改善調
査」と「ストレス予防研究と教育」を合併して
実施する、次年度の研究に活かしていきたい。
また、本研究の成果は、少しでも国民に還元・
貢献したいと思う。特に研究最終年度は、研究
のまとめを行ったと同時に、研究成果の書籍出
版に向けた研究を進めた。 
 最終年度の研究概要を研究分担者ごとに以下
に記す。研究代表者のベッカーは、病院と学校
という現場を対象にストレス低減のセミナー・
講演会を開催するとともに、ストレス対処能力、
SOC尺度、バーンアウト尺度等、質問紙調査を実
施した。この新人看護師への横断的・長期的SOC
調査は1000人にも及び、世界に類を見ないもの
で、看護師の人間関係・職に関する貴重なデー
タを得た。引き続き、そのデータを分析した上、
看護師のストレス軽減や燃え尽き予防プログラ
ムを開発し続ける。 
 特に最終年度では、得丸は児童生徒・保護者・
社会人を対象とした「マインドフルネス瞑想」
の出前授業を行い、瞑想によって、ストレス低
減や生き方の改善、生きがい感への気づきが生
じることを感想文分析から探った。岩田は、第
一に、新学習指導要領のもとで刊行された中学
校社会の教科書とその指導書の分析を行った。
第二に、「生命に対する畏敬の念」が学校教育
においていかなる意味を有しているかについて、
継続研究を深めた。国語の教科書でよく教材と
して用いられている宮沢賢治や立松和平の作品
において、生命の根源に関わる教育の実践例が
なされていることを探求した。 
 山崎は、神谷美恵子、飯田史彦、近藤勉など
による「生きがい」に関する研究を検討し、「生
きがい感」を定義すべく考察を行った。また、
齋藤孝の『スラムダンクを読み返せ』を参考に
「生きがい感」を漫画から読み取る方法につい
て理解を深めた。さらに、実際に井上雄彦のマ
ンガ『バガボンド』を題材に、いかにそこから



「生きがい(生きる意味)」を読み取れるかを論
考にまとめた。 
 ４年間の本研究では、生きがい感を妨げる要
因と生きがい感を育める要因を調査対象にして、
様々な現場や方法で、生きがい感を向上させる
教育実践を試みてきた。その成果は既に随所で
発表・報告を行っているが、引き続き、公開講
演や書籍出版にて詳細な成果を還元する計画で
ある。 
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